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＜連絡事項＞

· 19日、看護師のスバベイさんがローテーションで来ます。

· 19日、戸賀沢様のケア会議が11：00～青山荘で行われます。

· デイナイトケアの倉石ヨシエ様がレストランへ早く行ってしまうことがある為、所在確認をしっかりと行い、誘導時間についてその都度説明するようにしましょう。

· 現在入院中のホリウチタイコ様が主治医の勧めで近いうちにデイケア見学に来る予定です。

· ５月20、27日　６月10、13、14、15日に勤務変更があるので各自勤務表を確認していて下さい。

＜利用者様情報＞

・清川　厚子様

　昨日外来受診時、主治医より北村皮膚科への紹介状作成してもらっています。

　本日、デイケアスタッフ同行し皮膚科受診しています。

皮膚科にて医師より、頭の状態は３～４日間毎日通院すれば治ると説明受けています。軟膏処置行い包帯を頭に巻いており、明日受診時に軟膏を取って再度、軟膏塗布する為本日は頭を洗わないようにと説明受けています。

首周囲から鎖骨へかけての発赤及び手指については、白癬との診断受け軟膏処方されています。

本人、金銭的な事を気にしていましたが、旦那様より4000円もらい受診し、交通費も含めて間に合わせること出来ています。明日の受診については、9：30までに来所して頂き、再度スタッフ付き添いにて受診することとしています。

・種本　サハ様

　デイナイトケア通所について「もう辞めたい」という発言が聞かれるようになっており、「一人で自分の事はできる。デイナイトにかけているお金がもったいない。」と訴えられています。

　昨日スタッフと面談行い、主治医から勧められて本人が同意したから通所に至ったこと、生活リズム確立の必要性、バランスのよい食事を食べる為に必要であること等、利用目的について説明していますが、納得した様子はありません。本日は、同様の訴えは聞かれず、表情すっきりとしています。

　役所の生活福祉課の担当スタッフへもデイナイトケア通所をしなくてもよいか質問してきたと話されています。

＜我満　奈津紀様ケア会議報告＞

～現状～

　生活に大きな変化は見られていません。現在、朝起きる事を目標にしていますが、娘様を小学校へ送り出す時間が遅く、送り出した後に二度寝をしてしまうと話されています。

　金銭面での問題は無いです。本人は、娘様のオネショがいつまでも治らない事を気にされているため、スタッフから自然と無くなる事を説明しています。

　先日、訪問販売で16万の布団を購入していますが、ケア会議の席ではその話は無く青明舎スタッフより、本人が青明舎以外のスタッフには知られたくないと話していたと情報受けています。

～今後の本人への支援として～

· クーリングオフを本人へ勧めていますが、拒否されており布団への話題については触れられたくない様子見られている為、今後同じ事を繰り返す事のないように、青明舎から支援していきます。

· 二度寝をしてしまうことを本人が気にしている為、デイケア通所までの空き時間で掃除・洗濯を行うようにアドバイスしています。

＊次回、１ヵ月後、再度ケア会議を開く予定です。日程については、本人と話し合い決定します。

＜就労前準備段階プログラム経過報告＞

· 13人の参加希望者がいた為、参加者を絞り込む為、面談を行っています。

· 最終的には４人くらいで実施していきます。

· 参加が決定した方については、青明舎に登録していただきます。今後、青明舎の就労支援と協力しながら進めていく為。

～面談経過～

・関　秀治様～　やる気は見られています。以前は自己評価が低かったですが、徐々に評価が上がってきており、プラス思考みられています。

　　　　　　　　就労についてどのくらいから働こうと考えているかを尋ねると、「１年後位が理想ですが職業訓練することを考えると、３～４年後かな」と現実的に考える事できています。対人面に対する評価が高く、体力面を重視している様子が伺えます。

・田名部　一樹様～　あまりやる気は感じられず、やってみようかな位に考えている様子。なぜ仕事をしたいのかについては、「親の年を考えるとね」と話されています。自分への評価は正当に出来ています。

　　　　　　　　　　今の自分の問題については体力と対人面と話されており、挨拶について「自分がさわやかに挨拶しているのが想像つかない、恥ずかしい。」と話されています。

　　　　　　　　　　他メンバーと必要以上に密着しスキンシップを図っている事については、「巴君から来るんだよ。巴君精神遅滞だから…」と他メンバーの病気を言い訳にしているような言動聞かれています。

・我満　奈津紀様～　就労については、娘様が３～４年生になってから働きたいと話されています。急ぐわけでは無いとのことで、生活が落ち着いてからの方が良い事説明すると、本人も納得され、次回開催時に参加する事としています。

・清水　秋男様～　就労や参加に対する考えがまとまっていない様子。意志が固まっていないのであ

れば今回は見合わせて、次回開催時に再度声をかける為、それまで考えて頂ける様

に説明しています。

　　　　　　　　　評価表を使用しての自己評価は全体的に高いです。

＜ナイトケア利用者様検討＞

・上川原　豊様（45）　統合失調症

～情報～

　17日外来にて、主治医へ今月末で職親が終了する事を報告したら、終了後はデイケアへ通所しながら就職活動をしてはどうかと説明があったと本人より話されています。青明舎スタッフが本人の意志確認をすると、「デイケアへ通いながら仕事を探そうかなと思う。毎日デイケアへ行かなきゃならないわけじゃないみたいだし。」と答えていたと情報受けています。就労については、「病気の事を言わないで仕事を探したい。森田さん（ナイトケアメンバー）は病気のことを話して仕事を探すって言ってたけど、そっちの方がいいのかな？」と話されるため、病気を開示することのメリットについて青明舎スタッフより説明しています。仕事について「こういうことは焦っちゃだめなんだ」と話されながらも、不安を隠せない印象受けます。

～今後の関わり方～

· 上川原様と就労についてどのような仕事がしたいのか等、意志確認を行います。

· デイケア・ナイトケアの通所意志を確認し今後の方向性について話し合います。

· 青明舎就労支援の活用方法について指導していきます。

· ハローワークでの仕事の探し方がはっきりと分からない様子の為、青明舎スタッフへ情報提供行い、スムーズに仕事を探すことが出来るように支援していきます。




















































